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平成２４年２月（予定） 

土生公民館 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 1 

 
土 生 公 民 館 

Ｈ２４．３．２３ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土生から中庄に通ずる大山峠道に才の神又は道祖神と言ったお地蔵さんが峠をはさんで

両側に祀られています。土生側の地蔵堂は古式をよく遺していて，四つ堂と云われ通行者の

休み所にあります。 

中庄側の地蔵堂の上側に石碑があり，その側らには落人之墓と刻銘された石碑がありま

す。平家の落人と思われますが，詳しくは分かりません。 
 

大山峠山頂付近の案内板 青影山 山頂まで 1,700M の道標 

中
庄
側
の
地
蔵
堂 

中
庄
側
の
地
蔵
堂
の
上
側
の
石
碑 

石
碑
の
横
に
あ
る
「
落
人
之
墓
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
碑 

土
生
側
の
地
蔵
堂 



 2 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸中期文化文政の頃より廻船業が盛んとなり三庄・椋浦の千石船が島方各地の船

方を雇用していたそうです。船方道は，大山峠より原山奥を経て三庄善徳寺に通ずる

道で，中庄から三庄を通る古道です。 

また，この道から大山峠へ行くと，途中に大山神社の奥の院・元宮があります。 

大山峠から土生方面 土生から善徳寺方面 郷から登った所の道標 

善徳寺の中に祀

られています。 

香川花輪店裏の空間に，芋大師として祀られていたそうです。家の増築で移転され，

現在三庄町の善徳寺の境内から墓地に上がる右側に祀られています。 
 

大
山
神
社
奥
の
院
・
元
宮 

 



 3 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大化の改新に伴い大宝の律令（大宝元年 701）がしかれ，地方では国司，郡司，里長

などが置かれましたが，霊亀元年(715)郷里制施行で，里が郷の変わり，郷の下に２～３

の里が置かれたそうです。（以前は，５０戸で１里とし里長をおいていたそうです。） 

因島の郷衛（郷を守る所）は，土生の湊地区鴻池のほとり，「こう垣内」に置き，居館

は土生郷地区の長加八（おさかばち）に置き，道樓寺は郷司刑部直（おさかべのあたえ）

の氏寺であったと伝えられています。 

三庄越え，才の池の北側山中に中世期の遺跡，道樓寺跡が鉄塔の下みかん畑の端に石

塔が残り祀られています。この付近一帯に石仏や五輪塔などが道端の草むらの中に残っ

ているそうです。 

天正２１年(1366)以来，京都東寺の寺領として直接支配するようになると，道樓寺は

その政所となったのではないかと言われています。 

道樓寺跡の石塔 

道端の草むらに遺って

いると思われる石仏や

五輪塔の残欠 


